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認
可
保
議
所
汰
所

　
昭
和
五
十
八
年
度
認
可
保
育
所

に
入
所
す
る
幼
児
を
も
つ
、
世
帯

を
対
象
に
入
所
説
明
会
を
次
に
よ

り
開
催
し
ま
す
。

◎
日
時
　
十
二
月
三
日
午
後
一
時

　
半
よ
り

◎
場
所
　
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
ー

悪
臭
嬉
関
蕪
る
親
制

　
　
　
地
域
．
の
指
定

　
県
公
害
防
止
条
例
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
中
里
村
の
上
山
、
田
中

如
来
寺
、
田
沢
、
桂
、
干
溝
、
小

原
、
荒
屋
、
山
崎
、
通
り
山
、
集

落
の
一
部
（
住
宅
隣
接
地
）
が
悪

臭
に
関
す
る
規
制
地
域
の
指
定
を

七
月
一
日
付
で
受
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
最
近
の
生
活
様
式
の

多
様
化
や
高
度
化
に
伴
い
、
県
内

で
も
環
境
汚
染
に
対
す
る
関
心
が

高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
特
に
畜
産

業
関
係
、
飼
料
、
肥
料
、
食
品
そ

の
他
の
製
造
工
場
か
ら
発
生
す
る

悪
臭
に
よ
る
苦
情
が
多
く
な
っ
て

き
て
い
る
た
め
に
条
例
が
一
部
改

正
さ
れ
た
も
の
で
す
。
今
後
指
定

外
の
地
区
も
含
め
、
住
宅
密
集
地

の
中
に
畜
舎
、
塗
装
、
し
尿
処
理

施
設
等
を
建
設
す
る
場
合
、
と
な

り
近
所
に
、
対
す
る
迷
惑
、
影
響
が

あ
り
ま
す
の
で
、
役
場
・
保
健
所

へ
連
絡
の
う
え
指
導
を
う
け
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
こ
れ
以
外
の
公
害
に
関
す
る
苦

情
も
遠
慮
な
く
相
談
し
て
く
だ
さ

い
）　

学
生
募
集

　
　
ー
新
潟
県
農
業
犬
学
校
ー

■
募
集
人
員
　
農
産
科
・
園
芸
科

　
畜
産
科
　
　
合
計
六
十
名

臼
修
業
年
限
　
二
年

■
出
願
資
格
　
高
等
学
校
卒
業
者

　
　
（
昭
和
五
十
八
年
三
月
卒
業
見

　
込
み
を
含
む
）
ま
た
は
、
こ
れ

　
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と

　
校
長
が
認
め
る
者
で
二
十
五
歳

　
以
下
の
も
の
。

■
願
書
受
付

　
推
薦
入
校
　
十
一
月
二
十
四
日

　
～
十
二
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寮

　
さ
ヒ
ち
え
7
て

寒き

知
ら
ず
わ

　
一
般
入
校
　
五
十
八
年
一
月
十

　
日
～
一
月
三
十
一
日

■
提
出
先

　
新
潟
県
西
蒲
原
郡
巻
町
大
字
巻

　
甲
一
二
〇
〇
七
　
新
潟
県
農
業

　
大
学
校
長
あ
て

■
そ
の
他
　
詳
し
く
は
、
村
農
政

　
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
潟
県
最
低
賃
金

印
日
　
三
千
五
十
三
円

　
（
た
だ
し
、
時
間
給
の
労
働
者

　
は
一
時
間
三
百
八
十
二
円
）

効
力
発
生
日

　
昭
和
五
十
七
年
十
月
十
日

　
新
潟
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
最
低
賃
金
と
は
、
国
が
賃
金
の

最
低
限
度
を
定
め
、
使
用
者
に
対

し
て
そ
れ
よ
り
低
い
賃
金
を
労
働

者
に
支
払
っ
て
は
な
ら
な
い
と
す

る
制
度
で
す
。

　
使
用
者
が
最
低
賃
金
額
よ
り
低

い
賃
金
を
支
払
っ
た
と
き
は
処
罰

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
・
か
り
に
最
低

賃
金
よ
り
低
い
賃
金
を
労
使
合
意

の
う
え
で
定
め
て
も
、
そ
れ
は
無

効
と
さ
れ
、
最
低
賃
金
額
と
同
じ

定
め
を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま

す
。

年
末
融
資
の

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
国
民
金
融
公
庫
で
は
、
中
小
企

業
の
み
な
さ
ま
に
年
末
融
資
の
取

扱
い
を
い
た
し
て
い
ま
す
。

　
商
品
の
仕
入
、
手
形
決
済
、
ボ

ー
ナ
ス
の
支
払
い
な
ど
年
末
資
金

の
必
要
な
人
は
、
お
早
目
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
融
資
額
　
千
八
百
万
円
ま
で

■
融
資
期
間
　
五
年
以
内

　
詳
し
く
は
、
商
工
会
か
左
記
の

公
庫
支
店
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
国
民
金
融
公
庫
長
岡
支
店

　
（
8
0
二
五
八
ー
三
六
－
四
三

　
六
〇
）

不
法
蕪
撚
局
…
㎜
難

　
　
　
，
一
掃
膣
漢
う

　
十
二
月
一
日
か
ら
十
日
間
は
、

「
ハ
イ
パ
ワ
ー
市
民
ラ
ジ
オ
撲
滅

旬
間
」
で
す
。

　
特
に
ダ
ン
プ
カ
ー
、
長
距
離
卜

ラ
ッ
ク
等
の
車
輔
に
設
置
さ
れ
た

ハ
イ
パ
ワ
ー
市
民
ラ
ジ
オ
か
ら
発

す
る
電
波
が
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に

障
害
を
与
え
た
り
、
重
要
無
線
通

信
に
妨
害
を
与
え
、
重
大
事
故
を

誘
発
す
る
原
因
と
な
り
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ハ
イ
パ
ワ
ー
市
民
ラ
ジ
オ
を
使

っ
た
り
無
線
局
の
免
許
を
受
け
な

い
で
電
波
を
発
し
ま
す
と
、
一
年

以
下
の
徴
役
、
ま
た
は
二
十
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
電
波
法
が
改
正
に

な
り
、
無
免
許
開
設
者
に
対
す
る

罰
則
規
定
が
昭
和
五
十
八
年
一
月

一
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
善
意
灘
あ
り
が
と
う

　
小
原
　
広
田
正
治
さ
ん
か
ら

社
会
福
祉
協
議
会
へ
一
万
円
の
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
田
沢
小
学
校
P
T
A
か
ら
田
沢

小
学
校
へ
配
膳
台
四
台
（
二
十
万

円
相
当
）
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

初
う
を
さ
曾
，

　
　
　
　
　
べ

　
猛
　
－

’
～
“
Y
‘

④
・
㊥
・
＠
・
㊥

＊
お
め
で
た
＊

大
　
輔
（
村
山
　
久
春
）
宮
　
中

圭
　
介
（
阿
部
　
昭
夫
）
新
屋
敷

正
雄
（
村
山
正
平
）
田
沢

伸
　
次
（
樋
口
　
長
吉
）
白
羽
毛

裕
輔
（
村
山
清
一
）
東
田
沢

隆
介
（
徳
井
政
信
）
堀
之
内

和
　
也
（
井
ノ
川
政
一
）
如
来
寺

　
淳
（
高
橋
守
）
山
崎

＊
ご
結
婚
＊

需
秋
暉
趾
　
知

酪
轄
鱒
杣

醗
ヤ
襟
野
沢
雌
泉
村

翻
富
蒲
畑
日
瓢

｛
村
山
和
政
東
田
沢

　
山
口
　
洋
子
　
　
十
日
町
市

＊
お
く
や
み
＊

の
）さ

私
．
姦
茎
の

》》

ソ
魑
マ
鴛

》

、ノ

〆

ろ
ん

の

α
～
，
」

気

～♂

ミ

乙○

驚ワ、希喬

金、石油などの海外先物取引を

利用した悪質取引にご注意

　海外商品取引所における金、石

油、砂糖、大豆などの取引きに一

般委託者が巻き込まれ、悪質業者

に大金をまき上げられるケースが

急増しています。

◎悪質業者の手口としては……

①必ず儲かるかのごとく勧誘し、

　何時間もねばる。

②顧客が頼んでもいないのに勝手

　に取引きを行い、これを顧客に

　押しつける。

③顧客の注文を海外商品取引所に

取りつがず呑んでしまう。

④架空の相場を用いて損金を発生

　させる。

　一般の方はこうした取引に参加

しないことが賢明です。

村
山
　
源
蔵

樋
口
　
龍
次

広
田
　
辰
蔵

南
雲
シ
ゲ
ル

富
井
惣
五
郎

江
口
桂
太
郎

清
滝
キ
ク
ェ

76　77　74　41　93　67　79

程
　
島

白
羽
毛

小
　
原

堀
之
内

市
之
越

上
　
山

東
田
尻

編
集
後
記

　
こ
れ
か
ら
は
、
各
種
の
話
題
も

少
な
く
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
周

り
で
広
報
紙
に
紹
介
し
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
連
絡

を
く
だ
さ
い
。

轡

、
・
5
峯

ノ

侮　たちの村の
　（）内は前月比
■人　口7，109（一4）
　　男　3，528（一1）
　　女3，581（一3）

■世帯数1，654（一1）

・
．
騒

　
軽

■
再

一
、
，

磯．藤轡嚢魏欝懸膿

　　《主　な　内　容》
2～3ページ…田代の神楽特集
4～5ぺ一ジ…国民年金特集
6　ペー　ジ…循璋器検診結果
7ページ…清津峡トンネル開通・
　　　　　　広域農道
8ページ…青春を燃やせ
　　　　　　総合竣工式
9ページ…村民健康マラソンジョ
　　　　　　ギング大会
　　　　　　新婚さんいらっしゃい
10ページ…お知らせ
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先人たちの歩みを後世

鐵　麟擁

　
田
代
の
神
楽
は
、
今
か
ら
百
五

十
年
～
百
六
十
年
前
頚
城
地
方
か

ら
伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
神
楽
が
習
い
伝
え
ら
れ
た
こ
と

に
よ
り
そ
れ
ま
で
盛
ん
だ
っ
た
賭

博
が
絶
え
、
そ
れ
以
来
健
全
娯
楽

と
し
て
神
楽
が
民
衆
の
中
で
育
っ

て
き
ま
し
た
。

　
昔
は
、
八
月
二
十
五
日
の
氏
神

様
の
祭
り
や
事
あ
る
た
び
に
神
楽

が
演
じ
ら
れ
、
近
隣
集
落
の
人
た

ち
が
お
お
ぜ
い
神
社
に
集
ま
っ
て

楽
し
い
一
日
を
過
し
た
そ
う
で
す
。

　
田
代
集
落
は
、
釜
川
の
上
流
七

ツ
釜
の
ふ
と
こ
ろ
に
い
だ
か
れ
る

戸
数
四
十
二
戸
の
集
落
で
す
。
し

か
し
、
歴
史
は
古
く
六
百
年
ほ
ど

前
、
秋
山
か
ら
分
家
し
た
人
が
移

り
住
ん
だ
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

心
と
な
っ
て
教
え
て
も
ら
い
翌
二

十
二
年
五
月
五
日
、
田
所
小
学
校

で
復
活
初
舞
台
を
飾
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
村
の
指
定
支
化
財
と

な
り
、
た
い
せ
つ
に
継
承
さ
れ
て

い
ま
す
。

サテ面（豊年踊り）

獅子舞い

　
　
神
楽
の
種
類

　
神
楽
は
、
そ
の
年
の
作
物
の
豊

作
や
無
病
息
災
を
祈
っ
て
神
様
に

踊
り
な
ど
を
捧
げ
た
も
の
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
日
、
神
楽
と
呼
ば
れ
る
も
の

は
、
日
本
の
津
々
浦
々
で
行
わ
れ

て
い
て
、
種
類
も
さ
ま
ざ
ま
の
よ

う
で
す
が
大
別
し
て
み
る
と
次
の

よ
う
な
も
の
で
す
。

　
み
　
　
っ
り

e
巫
女
神
楽
…
…
奈
良
春
日
神
社

や
東
京
日
枝
神
社
な
ど
で
み
ら
れ

る
神
楽
で
、
巫
女
に
よ
っ
て
舞
わ

れ
る
も
の

口
伊
勢
流
神
楽
…
…
伊
勢
の
神
楽

は
明
治
維
新
後
絶
え
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
別
に
宮
中
の
人
長
舞

大
和
舞
い
、
舞
楽
な
ど
を
と
り
入

れ
て
こ
れ
を
一
様
に
神
楽
、
あ
る

い
は
太
々
神
楽
と
呼
ん
だ
。

　
　
神
楽
の
場
面

●
獅
子
舞
い
の
部
（
舞
込
み
・
鈴

舞
い
・
座
お
こ
し
・
岩
戸
舞
い
・

剣
舞
い
）
●
踊
り
う
た
の
部
（
十

二
楷
子
・
伊
勢
音
頭
・
大
古
大
寺

お
か
め
古
大
寺
・
岩
む
ろ
・
追
分

け
）
●
天
狗
の
部
（
サ
テ
面
）

●
道
化
万
才
　
●
六
兵
衛
狂
言

　
中
で
も
威
勢
の
い
い
獅
子
舞
い

と
天
狗
舞
い
は
皆
の
人
気
の
的
だ

そ
う
で
す
。

　
　
神
楽
の
保
存

　
現
在
、
田
代
神
楽
座
の
座
員
は

二
十
二
名
い
ま
す
。
幸
い
田
代
に

は
若
い
人
た
ち
が
定
着
し
て
お
り

神
楽
座
の
メ
ン
バ
ー
の
半
分
以
上

は
二
十
代
～
三
十
代
の
人
で
占
め

て
い
ま
す
。
老
い
も
若
き
も
い
っ

し
ょ
に
な
っ
て
作
り
出
す
神
楽
は

集
落
内
の
連
帯
に
も
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
。

天狗舞い

日
出
雲
流
神
楽
…
…
七
座
の
神
事

と
呼
ば
れ
る
。
神
座
と
す
る
ご
ざ

の
と
こ
ろ
で
舞
う
一
連
の
清
め
の

行
事
を
始
め
に
行
い
、
そ
の
後
で

神
能
と
呼
ば
れ
る
能
の
一
種
が
行

わ
れ
る
。

四
獅
子
神
楽
…
…
東
北
地
方
で
山

伏
神
楽
と
か
番
楽
、
獅
子
舞
な
ど

と
呼
ば
れ
る
獅
子
神
楽
が
あ
る
。

　
田
代
の
神
楽
は
、
い
ろ
い
ろ
な

系
統
が
混
り
あ
っ
て
お
り
、
ど
の

神
楽
に
属
す
る
の
か
は
わ
か
つ
て

い
ま
せ
ん
。

　
田
代
の
神
楽
の
復
活

　
田
代
の
神
楽
も
昭
和
に
入
る
ま

で
は
盛
ん
に
演
じ
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
、
昭
和
に
入
る
と
戦
争
な
ど

も
影
響
し
て
ま
っ
た
く
演
じ
ら
れ

な
い
で
い
ま
し
た
。
終
戦
後
の
昭

和
二
十
一
年
に
神
楽
を
復
活
さ
せ

よ
う
と
い
う
話
が
も
ち
あ
が
り
ま

し
た
。
そ
の
時
、
幸
い
に
も
昔
や

っ
た
こ
と
の
あ
る
お
年
寄
り
が
何

人
か
い
ま
し
た
の
で
若
い
人
が
中

▼
天
尾
山
城

　
堀
ノ
内
集
落
西
方
、
標
高
六
百

六
十
七
メ
ー
ト
ル
の
城
山
頂
上
に

あ
る
。
こ
の
附
近
の
最
高
地
で
東

頸
城
、
中
魚
沼
の
山
々
を
は
る
か

に
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
頂
上
部
は
大
き
な
平
担
地
（
径

約
百
メ
ー
ト
ル
）
、
南
の
隅
の
少

し
高
い
所
に
主
郭
が
あ
る
。

　
下
倉
主
膳
（
ま
た
は
倉
俣
）
の

居
城
と
い
い
（
郡
誌
）
、
春
日
山

城
ー
坂
戸
城
を
結
ぷ
の
ろ
し
中
継

城
で
あ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い

る
。▼

倉
俣
城

　
倉
俣
集
落
の
後
方
段
丘
上
に
あ

る
。
東
面
は
清
津
川
の
支
流
釜
川

剣舞い六兵衛狂君おかめ踊り

に
よ
る
急
崖
、
西
方
も
ま
た
V
状

の
深
い
沢
で
あ
る
。
清
津
川
、
釜

川
を
眼
下
に
ひ
か
え
、
比
高
約
百

メ
ー
ト
ル
の
段
丘
崖
に
囲
ま
れ
た

要
害
の
地
に
あ
る
。

　
先
端
よ
り
五
十
メ
ー
ト
ル
の
と

こ
ろ
に
、
弧
状
の
空
壕
（
深
さ
四

～
五
メ
ー
ト
ル
、
底
巾
五
メ
ー
ト

ル
）
と
土
塁
（
高
さ
一
～
ニ
メ
ー

ト
ル
、
上
巾
五
メ
ー
ト
ル
）
が
あ

り
、
前
面
に
二
段
の
郭
を
設
け
た

簡
単
な
も
の
で
あ
る
。

▼
砦
・
館

　
中
里
村
に
は
、
桂
館
、
田
代
砦

牧
畑
砦
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
城
主
、
年
代
に
つ
い
て
は
伝

え
ら
れ
て
い
な
い
。

　
　
（
参
考
文
書
・
中
魚
沼
の
城
）

文化財の調査と保護

如来寺
小柳定　夫さん

　文化財はわれわれの先人が残してくれたたい

せつな遺産である。

　国は昭和25年に「文化財保護法Jを制定して

その保存と活用を図っていくことにした。中里

村でも昭和48年に「文化財調査審議会条例」を

つくって、村の文化財保護に努めている。

　保護法でいう文化財は、①有形②無形◎民

俗④史跡名勝天然記念物の四分野になっている。

　村内の1例をあげると、①田代にある黒駒太

子画像、高道山の森上遺跡　②田代の神楽　◎

各種信仰　④城跡、善光寺街道、角間ねじり杉

等がある。目下村では村史編さん作業をすすめ

ているが、その中に多くのすぐれた古文書、工

芸品、出士品、風俗慣習、城跡、植物等がある。

しかし、一部に棄損、滅失がみられることは、

誠に残念なことである。

　文化財は、・一度失えば帰ってこない。これを

守って後世に保存し、文化の発展に役立てるよ

うに努めることが、今日の私たちに課せられた

責務である。

　　　　　　神楽を守って

　　　　　　　田　　代

　　　　　　　　桑　原　　寛さん

　昭和21年ころ田代の神楽を復活させようとい

う話がもち上がり、村の青年を中心に、お年寄

りから婦人までがいっしょになって神楽復活の

ために努力いたしました。

　そのかいあって昭和22年5月5日に、田所小

学校で復活初舞台を飾ることができました。そ

の後、村の文化財に指定され、集落をあげて保

存に力を入れてきました。幸いにも、村の若い

人たちが積極的に参加してくれ今日に至ってい

ます。一口に保存と申しましても、座員22名が

　　ち揃って練習することも容易なことではなく、保

存していくことの難しさを痛感しています。

　過疎のすすむ小さな集落では、いつまで続け

ていかれるかが最大の課題となっています。今

後は、村民有志の協力をいただき、せっかく先

人たちが残してくれた民俗芸能を永く保存して

行きたいと考えています。

▼
七
ツ
釜

　
昭
和
十
二
年
六
月
十
五
日
に
文

部
省
の
名
勝
天
然
記
念
物
指
定
を

受
け
た
七
ツ
釜
は
、
釜
川
の
上
流

田
代
集
落
か
ら
歩
い
て
二
十
分
く

ら
い
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

▼
清
津
峡

　
昭
和
十
六
年
四
月
二
十
三
日
に

国
の
名
勝
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
た
清
津
峡
は
、
上
信
越
高
原
国

立
公
園
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

▼
桂
の
大
杉

　
昭
和
三
十
五
年
三
月
二
十
八
日

に
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
五
十
五
年
八

月
に
火
災
に
あ
い
現
在
、
樹
勢
回

復
の
手
段
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
角
問
ね
じ
り
杉

　
角
間
ね
じ
り
杉
は
、
村
指
定
の

文
化
財
で
す
。
弘
法
大
師
が
ね
じ

っ
た
と
伝
え
顔
れ
て
い
る
こ
の
杉

は
、
樹
の
周
囲
「
目
通
り
三
・
三
メ

ー
ト
ル
の
奇
型
杉
で
根
元
か
ら
枝

先
ま
で
ね
じ
れ
て
い
ま
す
。

▼
東
光
寺
の
子
安
地
蔵

　
東
光
寺
は
、
宝
町
時
代
に
建
て

ら
れ
た
と
い
わ
れ
六
百
年
の
歴
史

を
も
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
木
彫
着
色
し
て
あ
る
子
安
地
蔵

は
と
て
も
珍
ら
し
い
も
の
だ
そ
う

で
す
。

▼
梵
天
様
の
船
石

　
市
之
越
に
は
梵
天
様
が
天
か
ら

降
り
て
き
た
と
き
乗
っ
て
き
た
と

い
わ
れ
る
船
石
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
船
石
の
中
央
に
は
く
ぼ
み

が
あ
り
そ
こ
に
た
ま
っ
た
水
は
ど

ん
な
暑
い
日
で
も
た
え
る
こ
と
が

な
い
の
で
、
そ
の
水
を
利
用
し
て

田
ん
ぼ
を
作
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

▼
道
祖
神

　
昔
、
旅
を
す
る
人
の
安
全
を
祈

っ
て
作
ら
れ
た
道
祖
神
は
、
村
内

の
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま
す
。
い
ず

れ
も
村
の
人
が
自
分
た
ち
で
き
ざ

ん
だ
素
朴
な
も
の
ば
か
り
で
す
。

　
埋
蔵
文
化
財

▼
森
上
遣
跡
（
高
道
山
）

　
昭
和
三
十
四
年
に
発
掘
さ
れ
た

森
上
遺
跡
は
、
縄
文
中
期
の
集
落

の
遺
跡
で
多
量
の
土
器
、
石
器
、

円
型
竪
穴
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。

▼
泉
竃
寺
遺
跡
（
本
村
）

　
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
に
発
掘

さ
れ
た
泉
竜
寺
遺
跡
か
ら
は
縄
文

晩
期
の
竪
穴
式
住
居
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。

▼
中
林
遺
跡
（
干
溝
）

　
昭
和
四
十
三
年
十
月
に
発
掘
さ

れ
た
中
林
遺
跡
か
ら
は
、
縄
文
土

器
よ
り
も
古
い
と
さ
れ
る
隆
線
紋

土
器
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

▼
壬
遺
跡
（
干
溝
）

　
昭
和
五
十
四
年
に
発
掘
さ
れ
た

壬
遺
跡
か
ら
は
、
縄
文
創
草
期
の

も
の
と
思
わ
れ
る
、
石
鐵
（
や
ヒ

り
）
土
器
・
石
斧
（
お
の
）
が
発

見
さ
れ
た
他
に
円
孔
紋
土
器
や
矢

柄
研
磨
器
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
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被
保
検
受

な
り
、
世
界
有
数
の
長
寿
国
と
し

て
の
地
位
が
定
着
い
た
し
ま
し
た
。

　
寿
命
が
延
ぴ
る
こ
と
は
ま
こ
と

に
結
構
な
こ
と
で
す
。

同
時
に
日
本
に
老
人
が
多
く
な
る

と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
生
活
の
問

題
を
考
え
ま
す
と
、
寿
命
が
す
ぐ

に
老
人
の
幸
福
に
結
び
つ
く
と
は

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
も

老
人
の
生
活
の
問
題
は
、
社
会
全

体
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

世
代
間
の
相
互
理
解

　
年
金
の
給
付
水
準
は
、
老
後
生
活
の
基
盤
を
支
え
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
同
時
に
制
度
を
支
え
る
働
く
若
い
世
代
の
生

活
水
準
や
、
負
担
能
力
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
と
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
世
代
と
世
代
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
安
定
し
た
制
度
を
作
り
上

げ
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
み
ん
な
で
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
月
は
「
国
民
年
金
普
及
月
間
」
に
あ
た
り
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
国
民
年
金
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

大
き
な
さ
さ
え
国
民
年
金

　
国
民
年
金
制
度
は
、
昭
和
三
十

四
年
に
発
足
し
て
以
来
二
十
年
余

の
歳
月
を
経
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
昭
和
四
十
年
代
以
後

生
活
水
準
の
向
上
や
、
国
民
の
年

金
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
に
伴

い
、
制
度
の
飛
躍
的
な
充
実
が
図

ら
れ
、
現
在
で
は
約
二
千
七
百
十

万
人
の
年
金
加
入
者
と
拠
出
年
金

受
給
者
約
六
百
七
十
八
万
人
、
福

祉
年
金
受
給
者
約
三
百
四
十
六
万

人
を
擁
す
る
制
度
に
発
展
し
、
国

民
生
活
の
大
き
な
支
え
と
し
て
定

着
し
て
お
り
ま
す
。
制
度
の
成
熟

期
を
迎
え
、
年
金
の
根
幹
を
な
す

老
齢
年
金
に
対
す
る
関
心
は
ま
す

ま
す
高
ま
り
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
わ
が
国
は
、
働
く

若
い
世
代
に
比
べ
て
お
年
寄
り
の

数
が
、
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
加
入
者
に
比
べ
て
受

給
者
が
増
加
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

給
付
費
も
ど
ん
ど
ん
増
加
ず
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　
年
々
増
加
す
る
受
給
者
に
対
し

近
づ
く
高
齢
化
社
会

　
先
ご
ろ
、
厚
生
省
が
発
表
し
た

「
五
十
六
年
簡
易
生
命
表
」
に
よ

る
と
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
順

調
に
の
び
て
、
男
性
七
十
三
・
七

九
歳
、
女
性
七
十
九
・
二
二
歳
に

て
支
給
さ
れ
る
年
金
が
円
滑
に
支

払
わ
れ
る
た
め
に
は
、
給
付
財
源

の
確
保
1
と
り
わ
け
保
険
料
の

引
き
上
げ
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。　

し
か
し
、
受
給
者
本
位
で
保
険

料
を
引
き
上
げ
た
場
合
、
働
く
若

い
世
代
に
急
激
な
負
担
増
を
強
い

る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
は
そ
の

次
の
世
代
へ
と
負
担
が
増
大
し
て

い
き
、
　
「
年
金
制
度
」
自
体
、
崩

壊
し
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

　
昭
和
五
十
五
年
度
に
行
な
わ
れ

た
財
政
再
計
算
に
よ
れ
ば
、
円
滑

な
年
金
財
政
を
図
る
に
は
、
毎
年

三
五
〇
円
程
度
保
険
料
を
引
き
上

げ
て
い
け
ば
、
財
政
的
に
つ
り
合

う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
昭
和
五
十
六
年
度
の
保
険
料

を
四
、
五
〇
〇
円
と
し
、
以
後
三
五

〇
円
づ
つ
毎
年
引
上
げ
て
い
き
、

給
付
額
に
物
価
ス
ラ
イ
ド
が
導
入

さ
れ
た
場
合
は
、
保
険
料
に
そ
の

鉱
　
駄
　
　
駄
　
　
駄

　
℃

　　’●騒、

〆’　、・

加入者数
　　　　　　　　曜‘●ダ
　　　　　ー

　『
〆

　　　　！
　　　ノノ

　　1ノ

　！　老齢年金受給者1〈に
　　　対する加入者の人数

昭価年　60　65　ア0　乃　80　85　90　95

30％

20％

ス
ラ
イ
ド
率
を
か
け
た
額
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
三
五
〇
円
と
い
う
金

額
も
、
後
世
代
に
負
担
に
な

ら
な
い
よ
う
十
分
考
慮
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
世
代
間
の

公
平
に
気
が
配
ち
れ
て
い
ま

す
。
将
来
に
わ
た
っ
て
健
全

な
財
政
運
営
が
図
ら
れ
る
た

め
に
も
、
加
入
者
と
受
給
者

み
な
さ
ん
の
「
適
正
負
担
」

に
対
す
る
正
し
い
理
解
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
老
齢
年
金
の
支
給
開

　
求
始
は
、
原
則
と
し
て
六

噺
つ
請
十
五
歳
と
さ
れ
て
い
ま

よ
げ
す
が
、
本
人
の
希
望
に

え
上
よ
っ
て
六
〇
歳
以
上
六

考
繰
＋
四
歳
ま
で
の
間
に
、

く
　
　
繰
上
げ
て
老
齢
年
金
を

よ
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

　
　
　
す
。

　
こ
の
場
合
の
年
金
額
は
、
本
来

の
年
金
額
か
ら
繰
上
げ
を
請
求
し

た
と
き
の
年
齢
に
応
じ
た
割
合
で

減
額
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
は
、
あ
な
た
の
一
生
の
大

事
な
財
産
で
す
。
繰
上
げ
請
求
す

る
と
き
は
、
次
の
こ
と
を
十
分
に

考
え
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

①
繰
上
げ
年
金
は
一
生
涯
減
額
さ

　
れ
た
年
金
を
受
け
る
。

②
繰
上
げ
請
求
を
し
た
後
に
請
求

　
の
取
消
し
や
変
更
は
で
き
な
い
。

③
年
金
の
支
払
い
は
、
希
望
し
た

　
日
の
翌
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
。

講求年齢 減額率
受　給　額
（30年納付〉

65才受給額と
の差（1は月額

60才 42％ 393，600円
285，000

（23，750）円

61才 35％ 441，100円
237，500

（19，791〉円

62才 28％ 488，600円
190，000

（15，833）円

63才 20％ 542。900円
135，700

（11，308）円

64才 11％ 604，000円
　74，600
（6，216）円

65才 0％ 678，600円

繰
上
げ
請
求
は

　
　
　
よ
く
考
え
て
：

ρ！、　へ
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鯵総慧懸灘繊灘　
通
算
老
齢
（
退
職
）
年
金
は
、

被
保
険
者
期
間
（
年
金
の
加
入
期

間
）
が
一
年
以
上
あ
る
人
で
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
要
件
を
満
た
し
て
い

れ
ぱ
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
国
民
年
金
と
他
の
公
的
年
金
制

　　　通算年金の事例
o通算老齢（退職）年金
（例1》厚生年金と国民年金の加入期聞を合わせると25年以上ある場合

　　，　 12年　　一＿＿　一　13年　＼12年 13年

犀生年金 薗民年食

舎齢25年で交給　『『隔輻≡』噛一　　　　舎齢1る年で交鶴　　　　　一一一　
（例2）厚生年金と共済岨合の釦入期岡を合わせると20年以上ある場合

　　＿35．4　10年　　　　　　　　　　　　10年．4 10年 10年

共済組合 厚生年金

含齢20年で亥給

歳10年 60

度
の
加
入
期
間
を
合
わ
せ
て
、
二

十
五
年
以
上
あ
る
こ
と
、
（
た
だ
し

昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
は
、
年
齢
に
よ
っ
て
必
要

期
間
が
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
）

②
国
民
年
金
以
外
の
公
的
年
金
制

　
　
度
の
加
入
期
間
を
合
わ
せ
て

　一『隔舳一｝一一　　　　　含齢20年で亥餓　　　　一一一　

（例3）国民年金に加入した期岡と任意加入しなかった期間を合わせて

　　25年以上の場合

等趣…耀曝轟〔重

二
十
年
以
上
あ
る
こ
と
。

③
他
の
公
的
年
金
制
度
か
ら

老
齢
（
退
職
）
年
金
ま
た
は

恩
給
が
受
け
ら
れ
る
場
合
。

④
他
の
公
的
年
金
制
度
に
加

入
し
て
い
る
人
の
配
偶
者
で

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
た

場
合
、
任
意
加
入
期
間
と
任

意
加
入
す
る
ま
で
の
結
婚
期

間
と
を
合
わ
せ
て
、
二
十
五

年
以
上
あ
る
こ
と
。
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
支
給
要
件
を
満

　　　　　国民年金に加入して
　　　　　　思うこと
　　　　　『
　　　　　　朴木沢
　　　　　　樋　口　　透さん

　20歳になって他の年金制度に加入してい

ないと国民年金に加入しなければならない

ことを知り、初めはとまどいましたが20歳

になって実感がわいてきました。

　国民年金制度は、われわれが納めている

保険料で営まれています。いま世間では、

これから何年か先には完全な老齢化社会と

なり、若い人たちの保険料では賄いきれな

くなり、いま納めている若い人たちが老齢

年金をもらえなくなるのではないかと心配

されています。

　こういうことがあってはいけないと思い

ます。もっともっと年金制度が充実したも

のになることを期待しています。

　そしてもっと年金について説明会を開い

て・いただきたいと思います。

た
し
て
い
れ
ぱ
、
国
民
年
金
は
六

十
五
歳
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入

期
間
に
応
じ
た
年
金
額
が
各
制
度

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

　
最
近
、
人
々
の
間
で
老
後
の
澗

題
や
年
金
の
問
題
へ
の
関
心
が
一

段
と
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

傾
向
は
特
に
女
性
に
多
く
み
ら
れ

ま
す
。

　
主
婦
が
夫
の
定
年
退
職
後
の
家

計
が
心
配
な
の
は
も
っ
と
も
な
こ

と
で
す
。
し
か
も
妻
は
夫
よ
り
平

均
二
・
三
歳
ぐ
ら
い
若
く
、
そ
の

う
え
女
性
は
男
性
よ
り
も
平
均
五

・
六
歳
は
長
生
き
し
ま
す
。
つ
ま

り
平
均
的
女
性
は
八
年
ぐ
ら
い
一

人
で
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

わ
け
で
す
。

　
奥
さ
ん
は
、
”
ご
主
人
の
年
金
が

　
　
　
　
　
　
あ
る
か
ら
”
ど
安

私も任意加入しています

・
い
し
て
い
ま
せ
ん

か
。
し
か
し
、
そ

れ
だ
け
で
は
決
し

て
満
足
の
で
き
る

年
金
と
は
い
え
ま

せ
ん
。
不
幸
に
し

て
先
だ
た
れ
れ
ば

た
ち
ま
ち
年
金
は

半
額
に
減
ら
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

ど
う
し
て
も
奥
さ

ん
自
身
の
年
金
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

こんなとき 加入していないと 加入していると

歳をとったとき
ご主人の老齢年

金にたよるだけ

あなた自身の老齢年金が

受けられる

あなたが障害者になっ

たとき

何の年金も受け

られない

あなた自身の障害年金が

受けられる

ご主人に先だたれ子ど

もがいるとき

ご主人の遺族年

金が受けられる

ご主人の遺族年金のほか

に母子年金が受けられる

ご主人に先だたれたあ

とあなたも死亡し子ど

もがのこされたとき

子どもはご主人

の遺族年金が受

けられる

子どもはご主人の遺族年

金のほかに遺児年金が受

けられる

毎
月
集
金
を
検
討

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
こ
と
し

月
額
五
千
二
百
二
十
円
で
す
が
昭

和
五
十
八
年
四
月
か
ら
五
千
八
百

三
十
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
年
金
受
給
者
が
十
分

な
年
金
を
受
け
る
に
は
、
そ
れ
を

ま
か
な
う
に
足
る
年
金
財
政
の
基

盤
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
、
保
険
料
は
一
率
の
た

め
毎
年
の
よ
う
に
引
き
上
げ
が
行

わ
れ
る
と
納
付
で
き
な
い
人
が
増

え
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
村
で
は
加
入
者
、

年
金
委
員
の
意
見
を
聞
い
た
上
で

五
十
八
年
度
か
ら
ニ
ヵ
月
徴
収
を

一
カ
月
徴
収
に
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

　
加
入
者
を
は
じ
め
徴
収
に
ご
苦

労
を
か
け
る
方
々
の
ご
協
力
が
ぜ

ひ
と
も
必
要
で
す
。

　
　
　
　
老
後
の
暮
ら
し
の
大

け
度
き
な
支
え
と
し
て
頼
ら

助
制
れ
て
い
る
蕎
度
は
・

い
金
働
く
若
い
人
た
ち
が
み

し
年
ん
な
で
お
年
寄
り
を
支

ら
…
　
　
、

　
　
　
え
る
　
い
わ
ば
世
代
と

晴
い

素
合
世
代
の
助
け
合
い
の
制

　
　
　
度
で
す
。

　
最
近
、
年
金
制
度
が
崩
壊
し
て

し
ま
う
と
い
っ
た
こ
と
を
耳
に
し

ま
す
が
、
こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
情
勢
を
全
く
考
慮
せ
ず
、
い

か
な
る
方
策
も
と
ら
ず
に
制
度
を

進
め
て
い
っ
た
場
合
の
こ
と
を
い

っ
て
い
る
の
で
す
。
・

　
加
入
者
み
な
さ
ん
の
保
険
料
負

担
を
極
力
抑
え
、
受
給
者
み
な
さ

ん
の
給
付
費
の
吉
を
国
が
負
担
し

な
お
か
つ
物
価
上
昇
や
社
会
情
勢

の
変
化
に
も
十
分
耐
え
ら
れ
る
だ

け
の
給
付
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
国
が
制
度
を
運
営
し
て
い

る
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
加
入
者
と
受
給

者
み
な
さ
ん
の
相
互
理
解
を
い
っ

そ
う
深
め
、
　
「
年
金
制
度
」
と
い

う
素
晴
ら
し
い
助
け
合
い
の
仕
組

み
を
、
無
理
な
く
次
の
世
代
ヘ
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
た
め
に
も
、
今

の
制
度
を
支
え
て
い
る
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
真
剣
に
、
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
制
度
を
、
あ
ら
ゆ
る

方
面
か
ら
バ
ッ
タ
ア
ッ
プ
し
、
今

ま
で
以
上
の
制
度
に
発
展
で
き
る

よ
う
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



、
、
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昭
和
五
十
七
年
度
中
里
村
循
環

器
検
診
の
結
果
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

　
去
る
、
八
月
四
日
か
ら
六
日
ま

で
の
三
日
間
、
田
沢
小
学
校
を
会

場
に
三
十
五
歳
～
六
十
四
歳
（
出

稼
ぎ
検
診
者
含
む
）
ま
で
の
人
を

対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
次
検
診
対
象
者
二
千
百
四
十

一
人
中
、
千
五
十
四
人
（
四
九
・
二

％
）
が
受
診
、
そ
の
内
二
次
検
診

に
回
っ
た
入
が
六
百
三
人
（
五
七
・

二
％
）
い
ま
し
た
。

　
一
次
検
診
の
検
診
種
目
は
、
問

診
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
身
体

計
測
（
肥
満
状
態
）
血
液
検
査
（
貧

血
・
コ
レ
ス
テ
・
ー
ル
・
中
性
脂

肪
）
で
す
。
二
次
検
診
の
検
診
種

目
は
一
次
検
診
内
容
の
外
・
心
電

図
・
眼
底
カ
メ
ラ
（
動
脈
硬
化
）

で
す
。検

診
結
果
か
ら

　
一
次
検
診
者
千
五
十
四
人
中
、

高
脂
血
症
二
百
七
十
八
人
、
肥
満

百
六
十
六
人
、
貧
血
百
六
十
五
人

心
障
害
百
五
十
二
人
、
高
血
圧
百

四
十
九
人
、
動
脈
硬
化
百
二
十
人

尿
糖
二
十
九
人
、
尿
蛋
白
二
十
三

人
に
異
常
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
以
上
の
検
査
結
果
か
ら
考
え
ら

れ
る
こ
と
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
（
注
一
）
の
高
い
人
は
わ
ず
か

で
内
容
も
さ
ほ
ど
気
に
な
る
値
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

中
性
脂
肪
値
（
注
二
）
の
高
い
人

毎年検診を受けています

が
非
常
に
多
く
、
中
に
は
八

百
（
正
常
値
六
十
～
百
八
十
）

に
近
い
人
が
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
分
析
し
て

み
ま
す
と
、
食
生
活
が
良
く
な
っ

て
き
た
ど
い
う
も
の
の
、
ま
だ
、

ま
だ
、
魚
肉
類
を
中
心
と
す
る
蛋

白
源
は
少
な
く
、
太
る
要
素
を
持

つ
ご
飯
類
、
甘
味
料
、
砂
糖
の
多

用
、
菓
子
等
の
間
食
、
飲
酒
な
ゼ

が
多
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
食
生

活
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
気
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
肥
満
者
の
中
に
は

中
性
脂
肪
値
の
高
い
人
が
多
く
、

心
障
害
、
動
脈
硬
化
、
高
血
圧
と

の
関
連
が
み
う
け
ら
れ
ま
す
。

　
“
脳
卒
中
を
な
く
そ
う
”
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
か
か
げ
、
十
年
以
上

も
検
診
と
あ
わ
せ
て
「
塩
分
を
減

ら
そ
う
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
」
と
全
集
落
で
調
理
実
習
を

行
い
正
し
い
食
生
活
の
普
及
に
努

健康家庭を表彰
　　　　第5画健康づくり大会

　
「
つ
く
ろ
う
健

康
」
を
ス
・
ー
ガ

ン
に
第
五
回
健
康

づ
く
り
大
会
が
、

十
月
二
十
一
日
総

合
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
百
七
十
六
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
健

康
家
庭
表
彰
な
ど

各
種
の
表
彰
が
行

わ
れ
た
後
、
「
む
し

歯
の
な
い
子
表
彰

者
」
の
代
表
者
等

に
よ
る
体
験
発
表

が
行
わ
れ
最
後
に

「
む
し
歯
予
防
と

フ
ッ
ソ
の
役
割
」
と
題
し
た
講
演

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

★
中
浬
村
表
彰

◎
昭
和
五
十
六
年
度
国
民
健
康
保

　
険
健
康
家
庭
表
彰

　
東
田
沢
、
村
山
与
惣
治
さ
ん
一

　
家
外
十
二
家
庭

◎
む
し
歯
の
な
い
子
表
彰

〔
三
歳
児
〕
宮
中
、
吉
楽
洋
平
君

　
外
二
十
六
名

〔
五
歳
児
〕
上
山
、
仲
林
永
一
君

　
外
十
二
名

◎
保
健
衛
生
一
般
表
彰

　
卯
ノ
木
宮
沢
美
智
子

　
本
屋
敷
　
中
島
千
代

　
山
崎
　
　
吉
楽
喜
一

★
各
種
団
体
か
ら
の
表
彰
伝
達

、薄噸晦◎
献
血
功
労
者
（
県
赤
十
字
血
液

　
セ
ン
タ
ー
）

　
上
山
　
　
吉
楽
隆
司
（
三
十
回
）

◎
中
魚
沼
郡
社
会
福
祉
連
絡
協
議

会
長
表
彰

　
小
原
　
服
部
武
男

　
山
崎
　
堀
井
栄
吉

　
田
中
　
岡
村
鬼
一

虫歯をなくそう

★検

ひ障害

分　★二1

要医療

要指導

要観察

め
て
き
ま
し
た
。

　
も
う
一
度
、
一
人
ひ
と
り
が
、

自
分
の
健
康
に
つ
い
て
、
考
え
て

み
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　注　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
か
ら
だ

の
中
で
、
一
部
は
性
ホ
ル
モ
ン
、

一
部
は
細
胞
膜
の
構
成
成
分
と
し

て
、
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
ま

す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
家
の
骨

組
み
や
柱
の
よ
う
な
も
の
で
い
か

に
た
い
せ
つ
か
が
わ
か
り
ま
す
が

そ
れ
が
多
す
ぎ
て
も
少
く
て
も
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
と
、

動
脈
硬
化
、
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞

な
ど
に
な
り
や
す
く
、
ま
た
、
コ

レ
ス
テ
・
！
ル
が
低
い
と
、
病
気

を
お
こ
し
や
す
く
、
出
血
や
貧
血

の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　注　
い
ま
肥
満
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
私
た
ち
の
か
ら
だ
に
は

約
十
キ
・
グ
ラ
ム
の
脂
肪
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
脂
肪

の
本
体
が
中
性
脂
肪
（
ト
リ
ブ
リ

セ
ラ
イ
ド
）
で
す
。
こ
の
中
性
脂

肪
は
、
血
液
の
中
で
脂
肪
の
運
搬

の
役
目
の
ほ
か
、
か
ら
だ
を
動
か

す
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
も
重
要

で
す
。
中
性
脂
肪
の
多
い
と
き
は

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

H
糖
分
、
穀
類
、
ア
ル
コ
ー
ル
類

　
を
制
限
し
ま
し
ょ
う
。

口
動
物
性
脂
肪
は
控
え
ま
し
ょ
う

日
食
べ
過
ぎ
に
注
意
し
、
よ
く
体

　
を
動
か
し
ま
し
ょ
う

蝋
　
　
　
　
蛇
口
の
故
障
の
直
し
方

　
　
　
　
　
蛇
口
の
閉
り
が
悪
く

　
　
　
　
な
っ
て
、
水
も
れ
を
す

獅
湧
搬
隷
募

暮
の
中
の
パ
ッ
キ
ン
グ
が

　
　
　
　
減
っ
た
た
め
に
お
こ
る

も
の
で
す
。
パ
ッ
キ
ン
グ
を
と
り

替
え
る
に
は
、
ま
ず
水
道
の
元
栓

を
閉
め
ま
す
。
次
に
蛇
口
の
ね
じ

を
ゆ
る
め
て
コ
ッ
ク
を
は
ず
し
ま

す
。
コ
ッ
ク
を
は
ず
し
て
中
を
見

る
と
、
パ
ッ
キ
ン
グ
が
見
え
ま
す

か
ら
こ
れ
を
と
り
出
し
て
新
し
い

も
の
に
替
え
ま
す
。
あ
と
は
、
バ

ル
ブ
を
再
び
か
ぶ
せ
、
ネ
ジ
を
締

め
て
完
了
で
す
。
パ
ッ
キ
ン
グ
は

金
物
屋
に
売
っ
て
い
ま
す
。
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昨
年
の
十
一
月

講
騰
轟

羅
賭
難
戯

纏
講
灘
毅

　
　
≒
端
歳
塁
か
け
て

並
興
一
開
通
多
こ

　
　
　
　
　
．
の
路
線
は
、
東
頸

　
　
　
　
　
串
城
、
中
魚
沼
と
関

　
　
　
　
　
　
東
圏
を
結
ぶ
大
動

　
　
　
　
　
　
脈
と
な
り
ま
す
。
『

　
昨
年
八
月
、
十
二
峠
ト
ン
ネ
ル
が

開
通
し
、
ま
た
、
角
間
，
か
ら
十
二

峠
ト
ン
ネ
ル
ま
で
の
道
も
舗
装
さ

れ
一
段
と
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
清
津
峡
ト
ン
ネ
ル
の
開
通

は
、
清
津
峡
地
区
の
人
た
ち
の
悲

願
で
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に

よ
り
、
冬
場
の
な
だ
れ
や
ガ
ケ
く

ず
れ
の
危
険
が
な
く
な
り
清
津
峡

地
区
の
人
た
ち
の
喜
び
は
ひ
と
し

お
で
す
。
冬
場
は
寄
宿
舎
に
入
っ

て
い
た
小
出
、
葎
沢
、
角
間
の
中

学
生
も
家
か
ら
通
学
す
る
こ
と
が

で
き
教
育
面
で
も
大
き
な
成
果
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
観
光
面
で
も

清
津
峡
へ
の
大
型
観
光
バ
ス
の
乗

り
入
れ
も
可
能
に
な
り
観
光
客
の

増
大
に
期
待
が
も
た
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
冬
場
も
塩
沢
ま
で
の
交

通
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

ス
キ
ー
場
の
建
設
、
工
場
誘
致
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
面
で
大
き
な
可
能

性
が
も
た
れ
ま
す
。

　
現
在
、
角
間
か
ら
十
二
峠
ト
ン

ネ
ル
入
口
ま
で
の
新
路
線
の
検
討

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
う
懲

　
　
　
　
　
　
　
　
魚
沼

　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
し
ズ
カ
イ
ラ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
り
　
中
里
村
か

　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
に
　
ら
十
日
町
八

　
　
　
　
　
　
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
箇
高
原
に
至

　
　
　
　
　
　
ネ

　
　
　
　
　
　
ン
る
魚
沼
ス
カ

　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ラ
イ
ン
も

　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
し
年
々
整
備
が

　
　
　
　
　
　
ら

　
　
　
　
　
　
ば
行
わ
れ
て
お

　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
り
、
来
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
全
線
が

〆講顯、購綿

　舗装されてみちがえるように

舗
装
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

湯
沢
町
の
芝
原
高
原
と
結
ぶ
路
線

も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
将
来
、
こ

れ
ら
が
完
成
す
れ
ば
、
一
大
展
望

コ
ー
ス
と
し
て
、
脚
光
を
あ
び
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

・
二

、
霧
験

　
市
町
村
た
ば
こ
消
費
税
は
地
方

税
法
の
中
に
規
定
さ
れ
て
い
る
、

地
方
独
立
税
源
で
あ
り
、
徴
収
費

不
要
の
確
実
な
収
入
財
源
で
す
。

　
実
質
的
な
納
税
は
た
ば
こ
の
喫

煙
者
で
す
が
、
法
律
的
な
納
税
義

務
者
は
日
本
専
売
公
社
で
あ
り
、

従
っ
て
公
社
で
は
、
市
町
村
の
た

ば
こ
小
売
業
者
に
売
渡
さ
れ
た
製

造
た
ば
こ
の
本
数
に
よ
っ
て
税
額

を
計
算
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村

へ
申
告
納
付
す
る
し
く
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
で
は
ど
の
く
ら
い
の
税
額
に
な

広
域
農
道
に
ご
理
解
を

　
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
計
画

は
、
十
日
町
（
池
の
平
）
1
中
里

村
－
津
南
町
（
赤
沢
）
を
結
ぶ
全

長
四
十
一
キ
・
メ
ー
ト
ル
の
農
道

の
新
設
と
改
良
を
中
心
に
流
通
機

構
の
拡
大
・
生
産
流
通
機
構
の
拡

充
を
図
る
も
の
で
す
。

　
現
在
、
五
＋
八
年
度
事
業
着
工

を
め
ざ
し
て
、
関
係
農
家
の
同
意

を
お
願
い
し
て
い
る
段
階
で
す
。

中
里
村
地
内
は
、
東
田
沢
↓
上
山

原
↓
朴
木
沢
↓
高
道
山
↓
桔
梗
原

芋
川
↓
倉
俣
↓
新
里
を
結
ぶ
十
ニ

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
予
定
で
す
。

　
こ
う
し
た
整
備
を
促
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
農
産
物
の
生
産
か
ら

販
売
ま
で
を
広
域
的
に
行
う
こ
と

が
で
き
農
業
収
益
の
向
上
に
期
待

が
も
た
れ
ま
す
。

　
関
係
農
家
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
な
お
、
詳
し
く
は

十
二
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

広域農道説明会

る
の
か
と
云
い
ま
す
と
、
例
え
ば

二
十
本
入
り
の
た
ば
こ
一
個
（
銘

柄
や
価
格
に
関
係
な
い
）
に
つ
い

て
、
三
十
一
円
十
銭
の
税
収
と
な

り
、
昨
年
度
は
二
千
二
百
七
十
一

万
一
千
円
で
、
本
年
度
は
二
千
四

百
万
円
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
こ

れ
は
村
税
総
額
の
十
一
パ
ー
セ
ン

ト
に
も
お
よ
ぷ
大
き
な
財
源
で
あ

り
ま
す
。

　
も
し
も
皆
さ
ん
が
他
の
市
町
村

で
た
ば
こ
を
買
っ
た
場
合
は
、
た

い
せ
つ
な
た
ば
こ
消
費
税
が
他
の

市
町
村
に
納
付
さ
れ
て
し
ま
う
訳

で
す
か
ら
、
出
張
や
旅
行
を
さ
れ

る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
出

稼
ぎ
さ
れ
る
方
も
経
済
的
に
は
た

い
へ
ん
で
し
ょ
う
が
、
ど
う
か
村

内
で
た
ば
こ
を
お
買
い
求
め
の
上

お
出
か
け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

★
領
収
書
の
保
管

　
確
定
申
告
や
住
民
税
申
告
な
ど

の
、
税
の
申
告
時
期
に
な
っ
て
あ

わ
て
な
い
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら

領
収
書
な
ど
は
き
ち
ん
と
保
管
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

生
命
保
険
、
医
療
費
、
除
雪
な
ど

の
各
種
控
除
は
、
領
収
書
が
な
い

と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

花いっぱいコンクール

　　優良賞受賞倉俣中学校

　
倉
俣
中
学
校
で
は

雑
草
で
荒
れ
て
い
た

前
庭
を
五
十
五
年
か

ら
、
全
校
生
徒
、
父

兄
、
職
員
が
い
っ
し

ょ
に
な
っ
て
花
壇
と

憩
の
広
場
造
り
に
励

ん
で
き
ま
し
た
。
そ

の
苦
労
が
実
っ
て
今

年
は
、
見
事
に
咲
き

そ
ろ
い
「
県
、
花
い

っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
優
良
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
花
壇
の
中
央
に
あ
る
憩
の
広
場

で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
昼
休
み
や

放
課
後
、
お
し
ゃ
べ
り
や
ギ
タ
ー

を
ひ
い
た
り
し
て
有
意
義
に
利
用

し
て
い
ま
す
。
、

　
き
れ
い
に
咲
い
て
い
る
花
の
種

や
球
根
は
、
地
元
の
人
た
ち
か
ら

分
け
て
も
ら
っ
た
り
、
生
徒
の
薬

草
と
り
の
資
金
等
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
学
校
で
は
「
皆
さ
ん
の
中
に
、

余
分
な
球
根
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
、
分
け
て
く
だ
さ
い
」
と
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

花に囲まれた憩の広場
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おもしろい行事などがありまし・

たら教えてください。

＊行・事・予・定＊
　　　　崇変更することカ｛あります。
　　　　・御用の際は担当課で確認を。

11休） 世界平和記念日

12㈹ 心配ごと相談日（老人センター）

13（土）

14（日） 休日救急医（津南病院02576－5－3161）

15（月） 上越新幹線開通

16（火）

17㈱
家庭教育講座（子どもの健康と生活、白
羽毛公民館13：30～）

18休）

19㈹

心配ごと相談日（老人センター）
妊婦検診（上村病院13：30～14：00）

母親学級（上村病院12：30～13：00）

若い母親学級（幼児に及ぽす絵本の効用
総合センター13：30～）

20（土） 農地関係許可申請メ切り

21（日） 休日救急医（千手診療所02576－8－2034）

22（月）

23（火）
休日救急医（水沢診療所02575－8一・2039）

劾労感謝の日

24㈱

25（湘
高齢者講座（多世代交流会・総合センタ
ー10：00～）

26㈹
心配ごと・行政相談日（老人センター）

家庭教育講座（そこがまちがっている子
育て・総合センター13：30～5

27（±）

28（日） 休日救急医（中条病院02575－7－3018〉

29（月）

30（火） 中里村農業委員会

1休）

2（湘

3團 心配こと相談日（老人センター）

4仕） 人権週問

5（日） 休日救急医（上村病院2111）

6（月）

7（火）

8㈱

9㈲

10働

心配こと相談日（老人センター）

家庭教育講座（子どものしつけ・清津峡
小学校13：30～）

農業者年金・農地相談日（役場農政課）

　　　停電のお知らせ
11月17日9：30～13：30
朴木沢新田の一部、市之越、たか羽、西田尻

葎沢、角間、小出、土倉、倉下、高道山、程

島、東田尻、牧畑、西方

11月26日9：00～15：00
田代、芋川、倉俣、重地、下山、清田山

　
去
る
十
月
十
七
日
、
田
沢
中
学

校
体
育
館
で
中
里
村
総
合
竣
工
式

が
、
衆
議
院
議
員
高
鳥
修
代
議
士
、

木
島
喜
兵
衛
代
議
士
、
県
議
会
議
員

禰
津
文
雄
氏
、
国
、
県
関
係
機
関
の

所
長
等
百
五
十
名
を
招
い
て
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
竣
工
式

は
、
昭
和
五
十
三
年
度
～
五
十
六

年
度
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
村
営

心

N

＼
・
搾

事
業
の
完
成
を
祝
っ
て
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　
式
典
の
始
め
に
上
村
村
長
か
ら

「
こ
こ
に
総
合
竣
工
式
が
挙
行
で

き
ま
す
こ
と
は
、
国
県
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご
支

援
と
村
民
各
位
の
ご
協
力
の
た
ま

も
の
と
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
今
後
も
明
る
い
村
づ
く
り

式彰表

に
ま
い
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

よ
り
い
っ
そ
う
の
ご
指
導
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
式
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
事
業
完
成
に
努
力
さ

れ
た
村
内
業
者
十
五
社
と
特
に
貢

献
さ
れ
た
七
社
に
対
し
て
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
来

賓
の
祝
辞
が
あ
り
、
最
後
に
大
村

建
設
㈱
専
務
よ
り
謝
辞
が
述
べ
ら

れ
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
二
部
の
祝
賀
会
で
は
、
安
木
節
、

清
津
峡
エ
レ
ジ
ー
な
ど
の
唄
や
踊

り
が
披
露
さ
れ
出
席
者
に
喜
ば
れ

ま
し
た
。

を祝う

　　　　　ぐ忙鎌識

肛
漁
、

嚢 　
　
　
　
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
サ
ー
ク

　
　
7
ル
の
充
実
に
力
を
入
れ
て

　
　
．
い
る
。
如
来
寺
の
服
部
幸

　
　
　
重
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
現
在
、
バ

ト
ミ
ン
ト
ン

サ
ー
ク
ル
の

会
員
は
二
，
十

五
名
お
り
、

毎
週
火
曜
日
田
沢
中
体
育
館
で
練

習
を
し
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
ク
ル
を
運
営
し
て
い
く
中

で
感
ず
る
こ
と
は
「
最
近
、
お
母

さ
ん
方
の
参
加
が
多
く
な
っ
て
、

一
段
と
活
気
が
で
て
き
た
の
で
す

が
ま
だ
、
若
い
人
の
参
加
が
少
な

い
ん
で
す
よ
。
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

喜
び
と
お
お
ぜ
い
で
何
か
を
や
る

こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
ら
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
家
に

如
来
寺

　
　
服

部
　
幸
　
重
さ
ん

閉
じ
こ
も
っ
て
い
な
い
で
、
大
い

に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
」
村
に
望
む
こ
と
は

「
同
じ
中
里
村
に
住
み
な
が
ら
、

若
者
同
志
の
交
流
の
機
会
が
少
な

い
と
思
い
ま
す
。
交
流
の
場
を
作

㊥
＠
＠
＠
⑧
＠
＠
＠

っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
好
き
な
言

葉
は
「
心
で
す
。
自
分
の
気
持
、

人
の
気
持
を
た
い
せ
つ
に
し
た
い
」

　
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
「
バ
ト
ミ

ン
ト
ン
サ
ー
ク
ル
を
世
代
間
の
交

流
の
場
と
し
た
い
。
技
術
の
向
上

も
た
い
せ
つ
で
す
け
ど
、
日
ご
ろ

の
ス
ト
レ
ス
の
解
消
と
親
睦
の
た

め
に
和
や
か
な
雰
囲
気
を
保
っ
て

い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

秋
の
清
津
峡
の

　
す
べ
て
を
見
よ
う

　
新
潟
県
観
光
キ
ャ
ン
ペ
：
ン
の

一
つ
と
し
て
実
施
さ
れ
た
「
秋
の

清
津
峡
の
す
べ
て
を
見
よ
う
」
が

去
る
十
月
二
十
二
日
と
十
一
月
二

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
遊
歩
道
が

一
部
ガ
ケ
く
ず
れ
の
た
め
湯
沢
八

木
沢
か
ら
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
中
止

と
な
り
、
七
ツ
釜
H
清
田
山
自
然

運
動
公
園
髄
清
津
峡
の
コ
ー
ス
に

変
更
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
参

加
者
に
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
ま
し
た
。

ウーン！すばらしくて声がでません
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雛
　
　
去
る
、
十
月
十

　
日
、
村
民
健
康
マ

　
ラ
ソ
ン
・
ジ
ョ
ギ

　
ン
グ
大
会
が
行
わ

　
れ
小
中
学
生
を
は

　
じ
め
百
九
十
名
が

　
参
加
し
ま
し
た
。

　
　
参
加
者
た
ち
は

　
そ
れ
ぞ
れ
、
ニ
キ

　
ロ
　
（
干
溝
）
三
キ

醸
・
（
小
原
V
五
キ

灘懸　
ロ
（
宮
中
）
八
キ

　
・
（
本
屋
敷
）
の

　
コ
ー
ス
に
分
か
れ

　
て
日
、
こ
ろ
の
鍛
練

　
の
成
果
を
競
い
あ

　
い
ま
し
た
。

鞭
騨
熟
膿

ぎ
み
で
苦
し
そ
う
で
し
た
が
、
参

加
者
全
員
最
後
ま
で
走
り
と
お
し

ま
し
た
。

　
走
っ
た
あ
と
は
と
て
も
爽
快
な

も
の
で
す
。
み
な
さ
ん
も
来
年
は

マ
イ
ペ
ー
ス
で
挑
戦
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

成
績
（
優
勝
者
）

★
ニ
キ
ロ
（
小
学
生
女
子
）

低
学
年
　
南
雲
め
ぐ
み
貝
野
㈲

中
学
年
　
村
山
智
子
　
田
沢
㈲

高
学
年
　
渡
辺
　
泉
　
高
道
山
伽

★
三
キ
ロ
（
小
学
生
男
子
）

低
学
年
　
桑
原
俊
也
　
高
道
山
㈲

中
学
年
　
南
雲
博
光
　
貝
野
㈲

高
学
年
　
山
本
秋
彦
　
田
沢
㈲

★
ニ
キ
ロ
（
婦
人
）

山
崎
　
久
保
田
明
子
（
鉤
歳
以
下
）

山
崎
樋
口
洋
子
（
訪
歳
以
上
V

★
五
キ
ロ
（
中
学
生
男
子
）

大
島
里
志
　
　
　
田
沢
㈲

三
キ
ロ
（
中
学
生
女
子
）

高
井
和
喜
子
　
　
田
沢
㈲

★
八
キ
回
（
青
年
）

池
田
博
光
　
　
如
来
寺

★
五
キ
ロ
（
成
年
）

　
川
田
三
郎
　
　
干
溝

★
ニ
キ
ロ
（
壮
年
）

広
田
　
昌
伸
　
　
干
溝

さいこ’までガンバルゾ！

來

論

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
三
日
の
文
化

の
日
に
は
、
田
沢
小
学
校
で
農
業

祭
、
田
沢
中
学
校
で
芸
能
祭
、
総

合
セ
ン
タ
ー
で
芸
術
祭
が
催
さ
れ

お
お
ぜ
い
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　
農
業
祭
に
は
、
ダ
イ
コ
ン
、
野

沢
菜
、
長
イ
モ
な
ど
農
家

の
人
た
ち
が
丹
精
こ
め
て

作
っ
た
農
産
物
が
い
っ
ぱ

い
並
べ
ら
れ
た
他
つ
ま
り

会
に
よ
る
野
菜
の
即
売
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
芸
能
祭
に
は
、
歌
や
踊

り
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
お
お

ぜ
い
の
人
た
ち
が
日
ご
ろ

祭

の
成
果
を
発
表
し
、
約
五
百
人
の

観
客
か
ら
盛
大
な
拍
手
を
あ
び
て

い
ま
し
た
。
芸
術
祭
に
も
、
盆
栽
、

書
道
、
絵
画
、
写
真
な
ど
が
出
品

さ
れ
訪
ず
れ
る
人
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

幽月型
　ワァーこれなに一大きい一

豊
里

　
　
　
　
　
明

井
ノ
川
美
雪
さ
ん

　
「
結
婚
前
二
人
き
り
で
会
っ
た

こ
と
は
少
な
い
で
す
よ
。
ほ
と
ん

ど
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
仲
間
と
い
っ
し

ょ
と
い
う
感
じ
で
し
た
ね
」
と
話

す
豊
里
の
井
ノ
川
明
さ
ん
夫
婦
を

紹
介
し
ま
す
。

　
新
婚
生
活
は
ど
う
で
す
か
。
「
飲

み
に
出
な
く
な
っ
た
で
す
ね
。
飲

み
に
出
て
も
独
身
の
こ
ろ
よ
り
つ

ま
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
や
っ
ぱ
り

家
に
コ
イ
ツ
が
い
る
か
ら
か
な
あ

ー
」
お
互
い
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
に

ひ
か
れ
ま
し
た
か
。
　
「
な
ん
と
い

っ
て
も
明
る
く
て
、
さ
っ
ぱ
り
し

て
い
る
と
こ
ろ
」
「
や
さ
し
く
て

頼
り
が
い
の
あ
る
と
こ
ろ
」
ケ
ン

カ
は
「
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
や
る
け
ど

自
然
に
仲
直
り
し
ま
す
」
子
ど
も

は
何
人
ほ
し
い
で
す
か
。
　
「
バ
ス

ケ
ッ
ト
の
混
合
チ
ー
ム
が
で
き
る

よ
う
に
五
人
ほ
し
い
で
す
ね
」
ど

ん
な
子
ど
も
に
。
　
「
形
に
は
ま
っ

た
子
ど
も
に
は
育
て
た
く
な
い
で

す
。
自
然
の
中
で
の
び
の
び
と
育

て
た
い
」
最
後
に
中
里
村
を
ど
う

思
い
ま
す
か
。
　
「
な
に
を
す
る
に

し
て
も
ま
と
ま
り
が
弱
い
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
み
ん
な
で
中
里
村
を

よ
く
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
い
っ

た
気
運
が
欲
し
い
で
す
ね
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

十
五
周
年
記
念

　
去
る
十
月
十
七
日
田
沢
小
学
校

で
田
沢
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

十
五
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
少
年
団
は
、
子
ど
も

た
ち
の
体
格
の
向
上
と
人
問
形
成

を
め
ざ
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
式
典
の
は
じ
め
に
後
援
会
長
、

藤
ノ
木
三
郎
さ
ん
か
ら
「
剣
道
を

や
っ
て
い
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ

て
、
運
動
と
勉
学
に
励
ん
で
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
後
援
会
と
先
輩
に
よ

り
団
旗
の
贈
呈
と
永
年
指
導
さ
れ

て
き
た
、
藤
田
博
さ
ん
と
田
中
良

一
さ
ん
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

田
沢

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
各
種

大
会
で
毎
回
優
秀
な
成
績
を
収
め

て
い
ま
す
。

これからもがんばります

大
に
い
が
た
ま
つ
り
に
参
加
を

　
県
で
は
、
新
潟
県
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
「
大
に
い

が
た
ま
つ
り
」
を
次
の
日
程
で
実

施
い
た
し
ま
す
。

①
創
作
民
認
発
表
会
…
…
十
一
月

　
十
九
日
　
午
後
六
時
～
　
新
潟

　
市
体
育
館
（
入
場
無
料
）

②
郷
土
料
理
と
地
酒
ま
つ
り
…

　
十
一
月
二
十
日
　
午
前
一
時
～

　
八
時
ま
で
　
オ
ー
ク
ラ
ホ
テ
ル

　
新
潟
（
入
場
無
料
）

③
世
界
と
新
潟
ま
つ
り
…
－
十
一

　
月
二
十
日
　
午
後
六
時
～

　
十
一
月
二
十
一
日
　
午
後
二
時

　
三
十
分
か
ら
　
県
民
会
館
大
ホ

　
ー
ル
（
入
場
料
五
百
円
）

④
谷
村
新
司
・
海
援
隊
コ
ン
サ
ー
ト

　
十
一
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日

　
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
県
民
会

　
館
大
ホ
ー
ル
（
入
場
料
A
席
二

　
千
五
百
円
、
B
席
二
千
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

⑤
ふ
る
さ
と
芸
能
祭
・
越
路
お
ど
り

　
十
一
月
二
十
七
日
午
後
六
時
～

　
十
一
月
二
十
八
日
午
後
一
時
～

　
新
潟
市
体
育
館

⑥
農
林
水
産
業
ま
つ
り
…
…
十
一

　
月
二
十
一
日
・
二
十
二
日
午
前

　
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
　
新

　
潟
市
体
育
館

⑦
新
潟
の
特
産
と
観
光
展
…
…
＋

　
一
月
十
五
日
～
二
十
三
日
（
＋

　
七
日
は
除
く
V

㊧
①
、
②
、
③
、
④
、
⑤
に
つ

い
て
は
入
場
券
が
必
要
で
す
の
で

役
場
開
発
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。


